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・佐賀県の公立中学校 90校の技術・家庭科（家  
 庭分野）担当者 
（2）有効回答数 
小学校 132校（回答率 81.5％） 
中学校 72校（回答率 80.0％） 



































































 図 2は佐賀県の公立小・中学校の同教育の推 
進状況（2016年 2月本調査）と全国の推進状況 
（2016年 2月調査 1)）を示したものである。佐 
賀県の公立小・中学校においては，小中連携教育 








































































































（3）家庭科教育における連携の内容や方法の状     






























































































































































































12 66.7% 7 58.3%
ウ 指導方法の改善の必要性を感じた。 4 22.2% 5 41.7%




5 27.8% 6 50.0%




9 50.0% 7 58.3%
ク 児童生徒の関心や意欲が高まった。 8 44.4% 6 50.0%




4 22.2% 4 33.3%




6 33.3% 5 41.7%


































































































































































































































































図９ 連 携 の 意 思








①施設一体型・隣接型 〇 〇 １中学校と１小学校
②一対一の施設分離型 △ 〇 １中学校と１小学校



















































































71 62.3% 33 55.0%








2 1.8% 7 11.7%













33 28.9% 14 23.3%
ウ 指導の専門性、指導方法の習得 20 17.5% 5 8.3%




8 7.0% 3 5.0%
カ 授業なし(小)、講師(中) 3 2.6% 6 10.0%
キ 多忙感 2 1.8% 1 1.7%



































































































指導要領のもと，小学校で 115時間（第 5学年 
60時間，第 6学年 55時間），中学校で 87.5時間 




































































（2017 年 2 月 10 日 受理） 
